
腸
「
チ
フ
ス
」
菌
樫
ノ
注
射
－
一
依
ル
特
殊
凝
集
素
産
生
－
一
及
ポ

葡
萄
欣
球
菌
生
・
業
漉
液
ノ
影
響
－
一
就
－
プ

ス

大

連

警

院

外

科

〈

伊

藤

盛

博

士

）

津

田

文

治

回
日

て

緒

言

二
、
貸
験
材
料

三
、
賓
験
方
法

問
、
賓
験
結
果

次

A
、
甲
液
0
・て

0
・
五
及
ピ
一
・
O
路
注
射
ノ
場
合

R
、
乙
滋
0
・一、

0
・
玄
及
ピ
一
・
O
括
注
射
ノ
場
合

c
、
阿
波
0
・一、

0
・
五
及
ピ
了
O
銘
注
射
ノ
場
合

五
、
資
験
結
果
総
括

六
、
賓
験
結
果
考
察
並
ピ
一
三
結
餅

一
、
緒

余
等
A

嚢
ニ
基
液
煮
沸
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
後
つ
原
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
後
－
一
比
シ
ア
凝
集
素
産
生
度
ノ
著
ジ
ク
高
キ
コ
ト
及
ピ
喰
菌
作
用

ノ
旺
盛
ナ
Y

コ
ト
ヲ
、
夫
々
「
チ
フ
ス
・
ワ
ク
チ
ン
」
及
ピ
黄
色
葡
萄
航
球
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
－
一
就
－
プ
立
謹
シ
タ
η
ノ
。
郎
チ
、
之
等
ノ
事
賞
－
一
懐

y

－
プ
、
基
液
煮
沸
「
ワ
ク
チ
ン
」
ニ
於
ア

A
Y
ノ
基
液
中
－
一
白
血
球
ノ
喰
菌
作
用
ヲ
阻
止
ス

Y
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
ヲ
合
マ
ザ
Y
ガ
故
ニ
、
基
液
中
－
一
溶

解
ジ
居
Y
兎
疫
一克
性
物
質
A

無
論
ノ
コ
ト
猶
ホ
多
少
水
溶
性
兎
疫
元
性
物
質
ヲ
合
有
シ
居
リ
ア
而
シ
－
プ
基
液
中
－
一
浮
説
ジ
居
Y

菌
鰻
ガ
白
血

球
－
一
依

y
－
プ
『
ヨ
リ
蛾
ン
ニ
』
捕
喰
セ
ラ
レ
、
従
ヅ
ア
『
ヨ
リ
大
ナ
Y
免
疫
的
効
果
』
ガ
現
出
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y

コ
ト
ガ
明
示
セ
ラ
レ
グ
叶
ノ
。

以
上
ノ
質
験
－
一
於
－
プ
立
謹
セ
－
ブ
レ
タ
Y
所
A

、
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
ノ
一
ツ
ノ
場
合
－
一
シ
ア
、
詳
言
ス
レ
バ
、
「
チ
プ
ス
」
菌
ガ
費
生
セ

y

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
A
「
チ
フ
ス
L
菌
－
一
一
割
ス
w
y

凝
集
素
産
生
作
用
ヲ
阻
止
ジ
、
葡
萄
朕
球
菌
ガ
費
生
セ
Y

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
L

A

葡
萄
朕
球
菌
－
一
封
ス

y
白
血
球
ノ
喰
燈
作
用
ヲ
阻
止
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y

ヨ
ト
ガ
示
サ
レ
タ
リ
ノ
。
換
言
ス
レ
バ
或
菌
－
一
ヨ
ヅ
ア
特
殊
免
疫
ガ
獲
得
セ
ク
Y

、
－
一
方
リ
ノ
同
名

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
A

免
疫
費
生
ノ
上
－
一
阻
止
作
用
ヲ
呈
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y

コ
ト
ガ
示
サ
レ
夕
刊
ノ
。

一冨

第
六
品
位

「『
原

蕃
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海

回

六
八
九

（
第
参
波

四
七
〉



第
六
品
位

F「
原

著
....... 

湾

同

六
九
O

〈
第
参
披

四
八
〉

然
七
一
、
生
態
ノ
細
蘭
性
見
疫
元
A

Y

／
何
ノ
桶
類
タ
Y

タ
問
A

ズ
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
’
一
ヲ
合
有
シ
、
シ
カ
モ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
λ

勝
一
昨
和
島
伽
ナ

キ
コ
ト
ガ
喰
燈
作
用
ニ
開
シ
勝
呂
氏
－
一
ヨ

y
－
プ
立
讃
セ
ラ
レ
タ

y
。
故
－
一
今
或
細
菌
ヲ
以
ア
特
殊
兎
疫
ヲ
獲
得
セ
ジ
メ
シ
ト
ス

Y
時
、
ソ

v
－一

他
ノ
種
類
ノ
生
態
細
菌
性
物
質
ヲ
加
ア
Y
時
λ

、
結
果
－
一
一
於
テ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
ガ
後
編
ス
ペ
キ
理
ナ

y
o
余
等
A

腸
「
チ
フ
ス
・
ヲ
ク
チ

ン
」
中
ニ
合
有
セ
－
フ
レ
居
Y
菌
惜
－
一
生
＠
柔
黄
色
葡
萄
扶
球
菌
つ
ワ
ク
チ
ン
」
漉
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
一
一
－
ア
動
物
ア
見
疫
シ
甲
菌
髄
ア
以
－
プ
ノ
特

殊
免
疫
獲
得
ニ
封
シ
異
名
ノ
乙
菌
ヨ
ソ
生
産
セ
ラ
レ
1
f
y
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
阻
止
作
用
ノ
有
無
ヲ
明
白
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
企
－
プ
タ

y
。
以
下
遁
プ

U
Y

ガ
如
シ
。

助

制

材

侍
研
製
腸
「
チ
プ
ス
・
ワ
ク
チ
ン
」
柏
原
防
液
（
昭
和
三
年
八
月
二
十
五
日
製
造
番
競
八

O
就
）
ア
一
分
間
二
千
五
百
廻
轄
以
上
ノ
電
力
遠
心
器
一
一

一
時
間
カ
ヶ
、
y
ノ
上
被
ヲ
分
離
棄
却
ジ
ア
「
合
菌
膿
」
ヲ
得
タ

y
。

一
方
営
院
細
菌
部
ヨ
リ
分
譲
ヲ
受
ケ
タ
Y
黄
色
葡
萄
扶
球
菌
ノ
四
十
八
時
間
延
天
斜
面
純
粋
培
養
ノ
菌
鰻
ヲ
一
定
量
ノ

0
・五

μ石
炭
酸
加

0
・
八
五

μ
滅
菌
食
盟
水
－
一
浮
焼
セ
シ
メ
、
三
十
分
間
振
量
シ
、
然
Y
後
掘
氏
六
十
度
ノ
水
溶
中
一
一
ア
三
十
分
間
加
熱
殺
菌
シ
ア
、
先
グ
黄
色

葡
萄
状
球
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
作
製
セ
リ
。
該
「
ヲ
ク
チ
ン
」

7
0括
中
ニ

A
0
・
0
0
二
八
耗
ノ
菌
量
ガ
合
マ
レ
タ

7
0
市
シ
ア
此
ノ
「
ワ
ク
チ

ン
」
中
ノ
菌
惜
A

全
ク
殺
菌
セ
ラ
レ
居
Y

コ
ト
ヲ
培
養
ニ
ア
確
メ
タ
Y
後
、
ジ
W
Y

ぺ

Y

シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
陶
土
漉
遁
器
ヲ
以
ア
鴻
過
シ
、
所
謂
黄

色
葡
萄
賊
球
菌
生
滅
液
ア
得
タ

y
。
此
ノ
生
鴻
液
ヲ
二
分
シ
－
ア
ジ
ノ
一
竿
ヲ
摘
氏
百
度
－
一
－
ア
沸
騰
シ
ッ
、
ァ
Y

重
湯
煎
中
ニ
ア
二
十
分
間
加

熱
ジ
ア
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
ヲ
破
却
シ
、
郎
チ
費
鴻
液
ヲ
遺

y
タ
y
。

以
上
ノ
材
料
ヨ
η
ノ
究
ノ
貫
験
材
料
ヲ
作
製
セ

y
。

（
一
）
、
腸
1

チ
ア
ス
・
ワ
ク
チ
ン
」
合
菌
瞳
ノ
黄
色
葡
萄
朕
球
商
恥
藷
液
浮
瀞
液
（
剛
山
伊

hw）

前
記
ノ
如
キ
操
作
－
一
ヨ

y
、
二

O
耗
ノ
腸
「
チ
プ
ス
・
ヲ
ク
チ
ン
」
ヨ
リ
J

分
離
獲
得
セ

Y
合
菌
樫
－
一
葡
萄
状
球
菌
必
鴻
液
ヲ
加
へ
－
ア
二

O
蛇
ト

二
、
責

吋
ψ
q

耐
用
叩

ナ
セ

9
0



合
己
．
腹
「
チ
フ
ス
・
ヲ
グ
チ
ン
」
合
蘭
髄
ノ
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
業
鴻
液
浮
瀞
液
（
略
稀
乙
液
）

上
記
ト
同
様
－
一
、
二

O
括
ノ
腸
「
チ
ア
ス
・
ワ
ク
チ
ン
」
ヨ

9
符
タ
Y
合
菌
瞳
－
一
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
柔
櫨
液
ヲ
加
ヘ
ア
二

O
括
ト
ナ
セ

9
0

o
o
o
o

－
－
－
－
 

（
三
）
、
腸
「
チ
ア
ス
・
ヲ
ク
チ
ン
」
合
菌
膿
ノ
食
腫
水
浮
瀞
液
（
劃
照
材
料
、
略
稀
丙
液
）

二
O
耗
ノ
腸
「
チ
フ
ス
”
ワ
ク
チ
ン
」
ヨ
η
ノ
得
タ
Y
合
菌
瞳
－
一

0
・五

μ
石
山
灰
酸
加

0
・
八
五
%
’
滅
菌
食
瞬
水
ヲ
加
ヘ
ア
二

O
括
ト
ナ
セ

9

（本

液
A

製
作
後
直
チ
－
一
使
用
セ
リ
ノ
）
。

三

、

貴

職

方

法

一
群
三
頭
宛
ヨ
リ
成
Y
九
群
ノ
家
兎
て
群
－
一
ヨ
ツ

ア
夫
々
上
記
貫
験
材
料
ヲ
各
々

0
・一一託、

0
・
五
括
及

ピ

7
0耗
宛
背
部
皮
下
－
一
注
射
シ
、
注
射
前
、
注
射
後

七
日
目
、
十
日
目
及
ピ
十
四
日
目
ノ
四
回
三
日
一

y
ア、

耳
静
脈
ヨ
リ
採
血
し
V

ア
、
血
清
ノ
「
チ
フ
ス
」
菌
－
一
一
割
ス

y
凝
集
債
ヲ
検
査
シ
タ

y
。
市
シ
ア
、
血
清
ノ
凝
集
債

検
査
法
A

、
前
回
貫
験
－
一
一
於
ケ
Y
ト
同
様
浅
川
氏
「
チ

フ
ス
」
診
断
液
ヲ
用
ヒ
、
結
果
A

試
験
管
底
二
生
ズ

y

沈
誼
ノ
賊
態
－
一
ヨ

y
－
プ
決
定
セ
リ
ノ
。

四

、

賞

験

結

果O
 

A
、
甲
液
（
加
生
鴻
液
）

0
・一、

0
・五

及
ピ
了

O
括
注
射
ノ
場
合

所
見
A

第
一
表
－
二
括
シ
ア
掲
グ
ラ
レ
タ
司
ノ
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一
九
二

O
一一一二

五
二
六
二
七

一一一一
二
三
二
四第

六
品
位

，.....‘ 
原

著
'-' 

津

回

八

O
一

一六
O
一

六
四

O
一

二
九
三

八
・
八
七
一

一・問＝一
八

O

一六
O

三
二

O

一
八
六

五・六一一一

（
三
）
注
射
シ
－
プ
十
回
日
後
ニ

A
0
・
五
耗
ノ
一
例
（
第
一
四

例
）
及
ピ

7
0托
ノ
二
例
（
第
一
六
例
比
ピ
第
一
八
例
）
A

依
然

ト
シ
テ
獲
化
ナ
カ
リ
シ
ガ
、
ソ
ノ
他
ノ
例
－
一
於
－
7

A
皆
十
日
目

ノ
債
ヨ

y
低
ク
ナ

y
y
ノ
中
ニ

4
7
0
・
五
托
ノ
一
例
（
第
一
一
一
一

一・

C
蛇
ノ
一
例
（
第
一
七
例
三
猶
注
射
前
ノ
債
ヨ

y

ソ
ノ
他
A

注
射
前
ノ
債
ニ
還

y
タリノ。

例
）
及
ピ

定
問
カ
リ
シ
ガ
、

四八八
000  

（
四
）
各
例
ノ
最
高
凝
集
債
ア
観
Y

－一、

c・
一
括
ノ
際
A

二
例

（
第
一

O
及
ピ
第
一
二
例
二
三
二

O
伯
、
一
例
（
第
一
一
例
二

一
六

O
佑。

0
・
五
托
ノ
場
合
二
一
例
（
第
一
三
例
及
ピ
第
一
五

例）
A

三
二

O
倍
、
一
例
（
第
一
四
例
二
八

O
倍。

際
川
一
例
（
第
一
七
例
）
A

六
四

O
倍
、
二
例
（
第
一
六
及
ピ
第

λ

三
二

O
倍
ナ
リ
ノ
。

一・

O
比
ノ

一
八
例
）

c
、
丙
液
（
劉
照
）

0
・一、

0
・
五
及
ピ

7
0託
注
対
ノ
場
合

ノ、

九

〈
第
参
競

五一一）



第
六
巻

v園、
原

善、-I

海

回

六
九
四

（
第
参
波

五
二
）

所
見
A

第
三
表
ユ
示
＋
ノ
レ
タ
ソ
。

所

見

概

括

（
こ
注
射
後
七
日
目
二
、

0
・
五
括
ノ
一
例
（
第
二
三
例
）
及
ピ
一
・

O
耗
ノ
三
例
A

注
射
前
ノ
凝
集
償
ヨ
リ
高
マ

y
而
シ
ア
一
・

O
括
ノ
第
二

、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

七
例
ヲ
除
ク
他
A

総
ア
最
高
値
ヲ
示
シ
タ

y
。
0
・
一
括
ノ
二
例
（
第
一
九
例
及
ピ
第
二
一
例
）
及
ピ

0
・
五
耗
ノ
一
例
（
第
二
ニ
例
）
A

注
射
前

‘，‘．‘．‘．‘．‘．‘．、．

／

償

？

y
低
グ
ナ

y
、
0
・
一
括
ノ
第
二

O
例
及
ピ

0
・
五
括
ノ
第
二
四
例
A

注
射
前
ト
獲
化
ナ
カ
叫
ノ
キ
。

合
己
注
射
シ
－
ア
十
日
後
－
一
A

、
七
日
目
ニ
注
射
前
ヨ
リ
高
ク
ナ

y
ジ
四
例
ノ
中
一
・

O
括
ノ
第
二
七
例
A

夏
ユ
高
ク
ナ

9
最
高
償
六
四

O
倍

ヲ
示
ジ
、
同
第
二
大
例
A

七
日
目
ヨ
リ
低
ク
ナ
リ
シ
ガ
、
他
ノ
二
例
1

七
日
目
ノ
債
ヲ
持
績
セ

y
。
七
日
目
ニ
注
射
前
ヨ

y
低
ク
ナ

y
シ
三
例

ノ
中

0
・
一
一
括
ノ
第
一
九
例
及
ピ

0
・
五
括
ノ
第
二
二
例
A

注
射
前
ノ
債
－
一
還
リ
ノ
ジ
ガ
、

0
・
一
括
ノ
第
二
一
例
A

依
然
ト
シ
ア
低
ク
、
七
日
目

ニ
一
獲
化
ナ
カ

y
シ
二
例
A

亦
何
等
援
化
ヲ
一
不
サ
ザ
リ
キ
。

会
己
注
射
シ
ア
十
四
日
後
－
一
刀
、
七
日
目
ニ
注
射
前
ノ
債
ヨ

y
高
グ
ナ
リ
シ
四
例
グ
ケ
最
高
債
ナ
ラ
ズ
ト
モ
猶
注
射
前
ヨ

y
高
カ

y
シ
ガ
、

残

y
ノ
五
例
A

総
ア
注
射
前
ノ
債
ヲ
示
シ
タ

y
。

、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．． 

、
、
、
、
、

（
四
）
各
例
ノ
最
高
凝
集
償
ヲ
観
Y

－一、

0
・
一
括
ノ
際
二
例
（
第
一
九
例
及
ピ
第
一
ご
例
）
A

注
射
前
ヨ
凶
ノ
却
ッ
ア
低
下
シ
、
一
例
（
第
二

O

、
、
、
、
、
、
、
、
、

例）
A

少
シ
モ
一
獲
化
ナ
ク
、

0
・
五
括
ノ
際
A

一
例
（
第
二
二
例
）
A

注
射
前
ヨ
リ
ノ
低
ク
ナ

y
一
例
（
第
二
四
例
）
A

鐙
化
ナ
ク
第
二
三
例
ノ
ミ
八

O
倍
マ
デ
達
シ
、
一
・

O
括
ノ
際
A

一
例
（
第
二
五
例
二
八

O
倍
、
一
例
（
第
二
六
例
）
A

三
二

O
倍
、
残

y
ノ
一
例
（
第
二
七
例
）
A

六
四

O
倍

ナ
リ
キ
。

五
、
賓
験
結
果
縛
括

以
上
ノ
賞
験
結
果
ヲ
比
較
ジ
易
カ
ラ
ジ
ム

Y

タ
メ
、
三
回
宛
ノ
平
均
凝
集
償
及
ピ
平
均
凝
集
素
増
加
率
ヲ
一
括
ジ
ア
第
四
表
及
ピ
第
王
表
ヲ

得
、
之
ヲ
闘
示
ジ
ア
第
一
周
ヨ
リ
第
三
岡
守
デ
ヲ
得
h
p
y
。



世
間
図
表
各
免
疫
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平
均
凝
集
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ス
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血
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・

一

一

七

一

三

ム
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O
一

ム

三

六

一

七
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一

液
一

0
・
五
一
六

O
一

一

二

三

六

三

一

大

一

一

一

一

一

・

o一
四

六

一

四

八

O
一

四

八

O
一

二

四

O

一

0
・
二
一
一
一
一
一
一
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一
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六
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ニ
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一
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・

五

一
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六

一

二

四

O
一

二

四

O
一
一
一
一
一
一
ニ

一

一

・

O
一

二

O
一

四

一

三

四

二

三

三

二

O

一

0
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二

八

O
一

ム

五

三

一

ム

六

六

一

八
O

液
一

0
・

五

一

四
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一

五

一
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六
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六
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四
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白
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五
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九
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第
参
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五
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第三国

第
六
巻

F『
原

著、-4

海

回

第
六
表

甲乙丙

六
九
六

免
疫
元
注
射
量
ト
平
均
最
高
凝
集
僚

ヲ
表
示
ス
ル
血
清
稀
畑
作
倍
数

凝

集
0 

~ g ~ l!J 
債

第
七
表

一
・O
路

丙

又
各
免
疫
元
ノ
各
注
射
量
一
一
ヨ

y
注
射
後
十
四
日
間
ノ
中
－
一
得
h
y
y
最
高
凝
集

債
及
ピ
最
大
凝
集
素
増
加
率
ノ
ミ
ヲ
求
メ
ア
第
六
表
及
ピ
第
七
表
ヲ
得
、
之
ヲ
一

括
ジ
ア
第
四
闘
ア
得

γ
y
。
但
シ
、
注
射
後
凝
集
債
ノ
低
下
セ
U
Y

モ
ノ

A

Y
ノ
最

低
債
ヲ
掲
グ
タ

y
。

以
上
ノ
賓
験
結
果
一
一
様

y
、
究
ノ
事
項
ヲ
認
識
ジ
得
タ
リノ。

（
一
）
甲
液
及
ピ
丙
液
注
射
後
一
一
於
－
Y
A
、
注
射
量
ノ
増
加
ト
蓮
行
シ
ア
凝
集
債

及
ピ
凝
集
素
増
加
率
ガ
増
加
シ
、
乙
液
注
射
後
ニ
於
e

プ
モ
一
・

O
括
注
射
ノ
場
合
ガ

最
三
品
カ
リ
シ
ガ
、

0
・
五
姥
ノ
際

A
O－
－
括
ノ
際
ヨ
リ
梢
々
低
カ

y
キ
。
（
第
四

闘）
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目
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l
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四
八
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四

乙

二九

（
附
記
）
括
弧
内
ハ
凝
集
償
／
低
下
ス
ル
モ
ノ
ユ
テ

ツ
ノ
最
モ
低
下
セ
ル
時
／
債
ヲ
一
市
λ
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少
時
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｝
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四
〉
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疫
元
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盆
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凝
集
素

増
加
率

凝

集

素

増

加

率

0
・
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括
一

0
・

2
一
一－
O
髭

0
・
四
八
一
二
・
O
圭

一
0
・四
一一一
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一
二
・
七
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一
二
0
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、
、
、
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
二
）
各
兎
疫
元
注
射
後
ノ
凝
集
債
ヲ
比
較
ス

Y

－
一
、
注
射
量

0
・
t比
及
ピ

0
・
五
括
ノ
場
合
て
乙
液
ぺ
加
業
鴻
液
）
注
射
後
ガ
甲
液
（
加
生

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

櫨
液
）
注
射
後
二
比
シ
著
シ
ク
高
ク
、
－
・

O
括
ノ
場
合
A

甲
液
注
射
後
ガ
乙
液
注
射
後
ヨ
リ
僅
カ
ニ
高
ク
、
丙
液
（
封
昭
つ
注
射
後
A

綿
－
ア
ノ
場

合
－
一
最
モ
低
カ
η
ノ
キ
。
ア
附
れ
戸
、

0
・
一
括
必
妙
ハ
勝
一
一
恥
恥
プ
ト
－
戸
わ
一
仲
L
K
一
附
骨
一
一
介
一
f
m
b
L
骨
骨
船
田
ハ

pphfふ
れ
、
安
心

fι戸
注
妙
か
れ
4

9
低
下
シ
、
殊
－
一
一
中
液
－
一
於
－
プ
低
下
ノ
度
ガ
顕
著
ナ

y
キ
。
（
第
一
闘
乃
至
第
三
園
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

（
一
ニ
）
や
骨
骨
一

r必
射
合
ノ
『
凝
や
索
や
ル
お
こ
一

4r一ノ
砂
川
心
、
如
何
ナ
Y
注
射
量
二
一
於
－
プ
モ
乙
液
ガ
最
モ
大
－
一
ジ
ァ
、
甲
・
丙
液
A

之
ニ
亜

グ

y
。
市
シ
ァ
、

0
・
一
括
注
射
ノ
際
A

甲
液
・
丙
液
共
ニ
注
射
前
ヨ

y
モ
減
少
シ
、

コ
レ
亦
甲
液
ガ
丙
液
－
一
比
シ
減
少
ノ
度
強
カ

P
キ
。
（
第

一
周
乃
至
第
三
園
）

六
、
賓
駿
結
果
考
察
並
ビ
Z
結
融

。

。

以
上
ノ
賓
験
－
一
一
環
リ
ノ
、
「
チ
プ
ス
」
菌
龍
二
灸
葡
萄
扶
球
蘭
櫨
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

毛
ノ
、
方
ガ
、
同
生
漉
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ヨ
ク
モ
多
量
－
一

「
チ
プ
ス
」
菌
－
一
一
調
ス

Y
凝
集
素
ヲ
産
生
セ
シ
ム

Y
力
ア
Y

コ
ト
ガ
明
白
ナ
Y
Jベ
シ
。
卸
チ
、
貫
験
結
果
－
一
於
－
ア
注
射
量

0
・
一
一
括
及
ピ

0
・
五
括

。

。

ノ
際
乙
液
（
加
業
鴻
液
）
注
射
後
ノ
凝
集
償
つ
甲
液
（
加
生
鴻
液
）
ノ
場
合
－
一
比
シ
著
ジ
ク
高
ク
右
ノ
事
賞
ヲ
明
－
一
示
セ
リ
ノ
。

只
一
・

O
蛇
注
射
ノ
際
甲
液
ノ
場
合
乙
液
ノ
場
合
ヨ
時
ノ
僅
カ
ニ
高
ケ
レ
ド
モ
、
之
ヲ
以
－
プ
乙
液
ノ
方
ノ
封
「
チ
フ
ス
」
商
免
疫
元
性
能
働
力
ガ

甲
液
ヨ

y
小
ナ
リ
ト
A

謂
ヒ
得
ザ
Y
可
ジ
。
元
来
免
疫
一
克
ノ
費
揮
ス

Y
兎
疫
的
効
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3) Das Sediment der Typnusbazil!envakzine 十 0,85proz. NaCl-Lハsung・ = R. Dabei war der Ge halt der Ty』）bus-
bazillenlciber bei den 3 Gcmischen gen九uder glcichc wie inιlcr Standard-Typhusbazillcnvakzine. 

Die Ergehni日 G dcr Irnrnunisiじrung・svcrsuchcsinιl in folgender Tabcllc zusammcngcstellt. 

Verschidrnng Jes durch叫hnittlicbcnAgglulinintitcrs bei den 3 Arten des Tmmunogens. 

A日glutinintiter des Serums nach der 
Art des Dos is Vοr d. lnjektion, u. zwar am 
Irnrnunngens ccrn Injekt. 

7. Tagc IO.’rage 14. Tage 

0 I 73 70 36 73 
BNF 0・5 6o 123 63 63 

1.0 46 480 480 240 

0 I 133 266 266 133 
I；下K 0.5 86 240 240 133 

1.0 20 413 413 320 

O.I 80 53 66 80 
n 0.5 46 53 66 66 

1.0 33 240 293 186 

2) Bei der Gebrauchsdosis von O,I ccm stieg clcr Agglutin 

der帽selbeb巴iden BNF目Tierenein wenig und bei den B『Ti己1’正；nin einem ansehnlichen Grae一leverminderte. 
2) In cler Dosis von 0,5 ccm war der Agglutinintiter a山 hbei 巾 ηBFK-Tierenam grossten. 
3) Bei der Dosis von 1,0 ccm ergaben die BFK-Tiere gegenuber den BNF-Tieren am 7. u. ro. Tage einen 

etwas kleineren, aber am 14・Tageeinen deutlich grosseren Agglutinintiter. 

4) Die Gewinnung t.kr aktiven Immunitat, die sich im Agglutinintiter clokumentiert, war beim Bakter允nsediment



einer Typhusbazillenvakzine am kleinsten, wahrend sie in Gegenwart von loslichen ungleichnamigen mikrobiotischen 
Substanzen (von Staphylokoklぽ吋 betrachtlichgesteigert wurde. 

5) Dabei machte sich die die Immnitat steigernde Eigenschaft des gekochten Filtrates (der Staplylokokkenvakzine) 
in einem bctr川htlichσrosserenGrade o-c!tenc! als die des nati＼引 1Filtrates. 

b "' 

6) Native geli:>ste Mikrobensubstanzen besitzen mindestens 2 Eigenschaften : die die Entstehung der Immunit孟tim 
allgemeinen f，むrderndcund hi吋ernde, wobei die l山in

und die fordernde dadurch fast unver~indc r!i ch bleilコt.

7) Der die Entstehung der Immunit孟tfordernde bzw. hinclernde vVi山ungvon nativen loslichen Mikrobensubstanzen 
kommt die Artspezifizit迂tcler Mikrobcnleiher nicht zu, d. h. mit andereren Worten, das Filtrat von ciner Staphylokol← 
kenvakzinc fοrderte die mittels Typhusbazillen herbeizufohrende Erzeugung des gegeロ Typhusbazillen gerichteten 
Agglutinins, w品hrenddabei das impedinhaltige n司tiveFiltrat desselben Testmaterials ceteris paribus die Erzengunz des 
Aggluti 

t'-£ ~ ＇ ~ 【国語 仰】 駒田 ヂ01 （電車総事長 同長）


